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『点字数学記号解説暫定改定版』

第２刷から第３刷への変更点

2014年 10月 20日

日本点字委員会 点字科学記号専門委員会

以下の各点について修正いたしました。

用例中の「～する」は すべて「～ する」としました。□

用例の行移しの行末のマスあけ表現を統一しました。

P8 L14 念のため追記しました。

数５８九八数１７五数１４零 外八数２３五数１７零か数６［例］

P14 下L６ 点字版についての説明であるので、明示しました。

以下に， (1)～(8) に対応する数式の例をあげておく。

については，第（点字版で、以下の[例]の などで始まる数式に前置されている記号八 外

）２部 ４.１ 参照。

P18 L10 参照項目が抜けていたので、追記しました。

これらは，添字などの一部に用いられる。（第２部 ５．３ 参照）

P18 下L3 使用範囲が限定されている記号ですので、（ ）を付けました。

（ ） （／ スラッシュ）拡や

P19 L8 一つの記号に二つの用法を書いていましたが、類型を分けました。

≡ 恒等的に等しい＝＝

≡ 合同＝＝

P20 便宜を図るため、次の記号等を追記しました。

― ―＊
L12 √ 平方根 √ 累乗根よ せ

□
－～ ～ 分数囲み記号み や も －
□
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～ 数式指示符外

～ ～ 右肩添え字 右下添え字ぎ 外

～ 点字の区切り記号 行末つなぎ符わ ぱ

P21 L7 念のため追記しました。

には，数式指示符 を前置し、続けて数式を書く。ただし，…数式の始まり 外

P21 下L7 日本点字委員会総会（2003年）で承認された内容に変更しました。

なお，数式の終わりの部分に一般日本語表記の句読点が接するときも，句読点を省略しないことを原

則とする。ただし，誤読の恐れがあるなどの場合には句読点を省略して一般日本語表記の省略時の規

則に従うが，上記(2)と(3)の２マスあけの規則を優先する。

P27 下L10 不要な表示を削除しました。

二つの行列 ， の積を で表す。Ａ Ｂ ＡＢ

P33 下L10 念のため追記しました。

数式中のカッコ類は，［表１０］に示す記号を用いて表し、内側は続ける。

P52 L8 １マスずれを修正しました。

ーー（あｘ＋ｂｙ□よ

□□□ｃｘ＋ｄｙ）

P60 下L6 片仮名表記を追記しました。

シーケンス（ や ダイヤグラム（ と呼ばれている図式は，できるだけ原Sequence Diagram） ）

図式の形に合わせて書くことが望ましい。

P62～P67 索引を修正しました。

---------------------------------------------------------------------------


